
大 阪 広 域 水 道 企 業 団 公 印 管 理 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程 を 公 布 す る 。  

令 和 ６ 年 ３ 月 28日  

大 阪 広 域 水 道 企 業 団  

企 業 長  永 藤  英 機  

大 阪 広 域 水 道 企 業 団 管 理 規 程 第 19号  

大 阪 広 域 水 道 企 業 団 公 印 管 理 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程  

大 阪 広 域 水 道 企 業 団 公 印 管 理 規 程 （ 平 成 22年 大 阪 広 域 水 道 企 業 団 管 理

規 程 第 ２ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に

下 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改正後 改正前 

（公印取扱者） （公印取扱者） 

第４条 （略）  第４条 （略）  

 ２  公印の保管者は、前項の規定により公

印取扱者を指定し、又はその指定を解除

したときは、速やかに公印取扱者指定・

指定解除届（様式第１号）を経営管理部

総務課長（以下「総務課長」という。）

に提出しなければならない。 

２・３ （略） ３・４ （略） 

４  出納員の公印の保管者は、前３項の規

定にかかわらず、当該公印に関する事務

を 自 ら 処 理 し な け れ ば な ら な い 。 た だ

し、金銭出納員が特に必要があると認め

るときは、その指定する補助者に行わせ

ることができる。 

 

５  出納員の公印の保管者は、前各項の規

定にかかわらず、当該公印に関する事務

を 自 ら 処 理 し な け れ ば な ら な い 。 た だ

し、金銭出納員が特に必要があると認め

るときは、その指定する補助者に行わせ

ることができる。 

 

（使用の手続） （使用の手続） 

第５条 （略）  第５条 （略）  

２  （略） ２ （略） 

３  公印取扱者は、施行文書について公印

を使用したときは、公印の使用日、施行

文書の文書番号、施行文書数、公印取扱

者その他必要な事項を記録しなければな

らない。 

３  公印取扱者は、施行文書について公印

を使用したときは、公印使用台帳（様式

第２号）に必要な事項を記載しなければ

ならない。 

４ （略） ４ （略） 

５  前項ただし書の規定により公印を使用

し よ う と す る と き は 、 公 印 持 出 許 可 簿

（様式第１号）により公印の保管者の許

可を受けなければならない。 

 

５  前項ただし書の規定により公印を使用

し よ う と す る と き は 、 公 印 持 出 許 可 簿

（様式第３号）により公印の保管者の許

可を受けなければならない。 

 



（公印台帳） （公印台帳） 

第 11条  総務課長は、公印台帳（様式第２

号）を備え、常に整備しておかなければ

ならない。 

第 11条  総務課長は、公印台帳（様式第４

号）を備え、常に整備しておかなければ

ならない。 

２ （略） 

 

２  （略） 

 

（公印の事故届） （公印の事故届） 

第 12条  公印の保管者は、公印に盗難、紛

失、偽造等の事故が生じたときは、速や

かに公印事故届（様式第３号）を総務課

長を経て企業長に提出しなければならな

い。 

 

第 12条  公印の保管者は、公印に盗難、紛

失、偽造等の事故が生じたときは、速や

かに公印事故届（様式第５号）を総務課

長を経て企業長に提出しなければならな

い。 

 

（公印の廃止届） （公印の廃止届） 

第 13条  公印の保管者は、改刻その他の理

由により公印の使用を廃止したときは、

速やかに公印廃止届（様式第４号）を当

該公印とともに総務課長に提出しなけれ

ばならない。 

 

第 13条  公印の保管者は、改刻その他の理

由により公印の使用を廃止したときは、

速やかに公印廃止届（様式第６号）を当

該公印とともに総務課長に提出しなけれ

ばならない。 

 

 様式第１号・様式第２号 （略） 

様式第１号～様式第４号 （略） 様式第３号～様式第６号 （略） 

   附  則  

こ の 規 程 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  


